
 
 

楽しい学級・学校づくりのために 第21号            （平成20年６月２７日発行） 

 
Ｑ－Ｕを活用した学級経営のポイント 
～活用するためのスキルを身に付けよう～ 

 

「Ｑ－Ｕ」を実施する目的は，学校・学級生活への不適応や不登校，いじめ被害の高い子どもを早

期に発見し，学級集団の親和性を高めるための教育実践に役立てるというものです。Ｑ－Ｕは健康診

断と同じですので，結果に対応しなければ意味がありません。アセスメント（見立て）をしてどう対

応するかが大事です。使うためのスキルを身に付けて，ぜひ有効に活用してください。 

 ステップ１ 「Ｑ－Ｕ」のアセスメントシートを記入する  

「楽しい学級・学校づくりのために 第１２号」裏面（教育研究所ホームページに掲載） 

「Ｑ－Ｕ」を実施する前に教師の日常観察からみた学級の状態を把握する 

 ステップ２ アンケートを実施する ⇒ 集計する 

   実施する目的を伝えた後にアンケートを実施し，実施後すぐに集計することが肝心！ 

 

 

ステップ３ まずは蛍光ペンで簡単チェック  準備物：蛍光ペン２色 

「いごこちのよいクラスにするためのアンケート」集計表から，子どもたち一人ひとりの状態 

とクラス全体の状況を知る。 

 

 回答一覧表の承認得点 の１と２ 

被侵害得点の４と５（小学校：３と４）を蛍光ペン２色で色分けしてチェックする。 

 

※ 蛍光ペンでチェックの多くついている子が苦戦しているので，どこで苦戦しているか一つひ 

とつの質問内容を読んで確認する 

 

※ 質問内容で，蛍光ペンのチェックの多い内容が学級経営で課題のある内容なので，どこに課 

題があるのか確認し，具体的な取り組みをする 

ステップ４  データを見落とさない 

ちゃんとやっていない（全て同じ番号に○をつけるなどまじめに回答してない）というデー

タも大事なメッセージ。 

本音が書けないという心の裏を読み取り，個別面談をする。 

ステップ５ 見立てをするためにプロット図に情報を書き込んでいく 

ステップ１で記入したアセスメントシートをもとに，男女の色分け，リーダーの位置やクラ

ス内の小グループなどを記入する。 

ステップ６ 現状についての原因仮説とこれから取り組むべき仮説を立てる 

＜原因仮説＞       ～だから～なのではないか 

＜取り組むべき仮説＞   ～をすれば～になるのではないか 

ステップ７ 仮説をもとに，具体的な対応策を考え取り組みをスタートする 

裏面：４群の子どもたちの特徴と対応例を参考に。 
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侵害行為認知群
学級生活満足群

非承認群学級生活不満足群

要支援群

4つの群にプロットされた児童生徒の特徴

・学級内に居場所がある

・学習意欲があり,積極的

に活動

・友人も多い

・学級内で認められる
ことが少ない

・不安もないが,活動意

欲もない

・学習の定着が低い

・良く悪くも目立たず印
象が薄い

・学級生活に意欲的に取り
組む

・自己中心的な面があり，が
んばるほど他の子どもたちと
トラブルを起こす

・いじめ被害を受けている可
能性

・いじめや悪ふざけを受けてい
る可能性が高い

・不安傾向が強い

・不登校の可能性

侵害行為認知群 学級生活満足群

非承認群学級生活不満足群

要支援群

4つの群にプロットされた児童生徒への対応のポイント

・全体指導

・現状をより快適に維持
でき,より広い領域で活

動できるよう援助

・全体指導の中での個
別対応（学習）

・級友から認められるよ
うな場面設定

・見守っているよという
教師からのメッセージ

・学習援助

・全体指導の中での個別対
応（人間関係）

・トラブルの時の理由や相手
の感情を考えさせる⇒他人
の気持ちを考えさせる視点
や社会性の育成

・いじめ被害への対処

・個別対応及びチーム援助

・家庭との連携

・専門機関との連携


